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［抄録］ 

宗像地域の園芸農業は、生産者の高齢化や農産物直売所への出荷量増大により、ＪＡ共販部

会員や共販出荷量が減少するなど、産地の弱体化が懸念されている。 

また、家族労働力を主体とする現状の経営では、収益面・労力面において限界状態にあり、

農家の経営強化が大きな課題である。そこで新たに発足した雇用システムを活用して経営

の維持・拡大に取り組んだ。 

 

［本文］ 

詳細は添付ファイルを参照ください 






